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第3章 消防施設の状態等 

3-1  施設の運営状況・活用実況等の実態 

（1） 取手市の将来人口の推移 

① 市内総人口 

市の総人口は、平成10年(1998)の11.8 万人をピークに減少傾向にあり、令和 22年(2040)

には約 4 分の 3 に減少し、2.8 人に 1 人が老齢人口(65 歳以上)になると予想されています。 

図表 3-1 人口状況 

 

出典：第六次取手市総合計画 基本計画「とりで未来創造プラン 202４ 

② 人口減少推移による影響 

消防施設は、消防・救急活動において市域をカバーするため、人口減少率に関わらず施設を維持

する必要があります。 
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（2） 現在の利用状況 

図表 3-2 火災・救助出動件数 

 

 

図表 3-3 救急出動件数 
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（3） 利用状況の変化 

サービスの対象としては、全市民が対象です。火災及び救助の出動件数は概ね横ばいですが、救

急の出動件数については増加傾向にあります。 

（4） 消防施設の配置状況 

本計画の対象となる消防本部施設（５か所）、消防団施設（３８か所）の市内の配置状況は以下のとおり

です。 

※消防団の統廃合により、使用している消防団施設（車庫）は３３個分団。 

 

 

 

  

図表 3-4 消防施設の配置状況 

 
吉田消防署 

 
椚木消防署宮和田出張所 

 
椚木消防署 

 
消防本部・取手消防署 

 
戸頭消防署 

※消防団・水防倉庫施設は緑点で表示 
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（5） 消防施設の保有量 

① 消防施設の現状 

本市は平成 27 年（2015）時点で約 24.7 万㎡ の公共施設を保有しています。（市民一人あたり

2.27 ㎡） 

消防施設については、8,1１3 ㎡の公共施設があり、本市の公共建築物のうち行政系消防施設の

延床面積の割合は、約３％です。 

 

出典：取手市公共施設等総合管理計画 

 

  

図表 3-5 類型別公共施設保有割合 
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② 築年別整備状況（消防本部施設） 

● 取手市消防本部（取手消防署） 昭和６３年度（１９８８）建築 

平成元年度（１９８９）開署 

令和元年度（２０１９）大規模改修工事 

 

● 戸頭消防署  昭和５０年（１９７５）建築 

昭和５０年度（１９７５）開署 

平成２７年度（２０１５）耐震補強工事 

令和４年度（２０２２）改修工事 

 

● 吉田消防署  昭和５５年度（１９８０）建築 

昭和５６年度（１９８１）開署 

平成２６年度（２０１４）耐震補強工事 

令和３年度（２０２１）大規模改修工事 

 

● 椚木消防署  昭和５８年度（１９８３）建築 

昭和５８年度（１９８３）開署 

令和２年度(2020)大規模改修工事 

 

● 椚木消防署 宮和田出張所  平成４年度（１９９２）建築 

平成５年度（１９９３）開署 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 3-6 消防施設の地区年別整備状況 
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（6） 施設関連経費の推移 

令和元年度（2019）から令和４年度（2022）にかけ、消防本部施設（宮和田出張所を除く）の大規

模改修工事を実施したことで、その間の修繕費は増えていますが改修工事後の維持管理経費は大幅

に減少しております。また、光熱水費については、燃料費の高騰等はあるが、改修工事により消防庁

舎の照明をＬＥＤ化したことで、大きな変動はありません。 

  

図表 3-7 消防本部施設の施設関連経費の推移 
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（7） 今後の維持・更新コスト（従来型） 

消防施設について、従来どおりに管理し更新する場合にかかる費用について、総合管理計画に定

めた単価（従来型）により試算を行ったところ、今後の維持管理・更新コストは以下のようになりまし

た。 

 

図表 3-8 消防施設の今後の維持管理更新コスト（従来型）
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（8） 各施設の概要 
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施設名 地区 棟番号 建築年度 築後年数 延床面積 構造 劣化度

消防団車庫（1分団） 取手市新町一丁目3番 8023 2006 17 95 S造 34.12

消防団車庫（2分団） 取手市取手二丁目１４番２３号 8024 2004 19 45 S造 27.75

消防団車庫（3分団） 取手市取手一丁目１３番 8025 1996 27 78 S造 38.46

消防団車庫（4分団） 取手市取手二丁目１７番１号 8026 1993 30 97 S造 38.46

消防団車庫（6分団） 取手市白山二丁目６番２９号 8028 1977 46 137 S造 37.6

消防団車庫（7分団） 取手市井野８７６番地 8029 1996 27 69 S造 39.2

消防団車庫（8分団） 取手市吉田３６１番地 8030 1979 44 23 軽量S造 32

消防団車庫（9分団） 取手市小堀４２３０番地 8031 1980 43 48 S造 38

消防団車庫(10分団） 取手市市之代４９９番地１ 8032 1989 34 36 軽量S造 32

消防団車庫（11分団） 取手市上高井６１２番地１ 8033 2016 7 24 軽量S造 35

消防団車庫（12分団） 取手市下高井１３０７番地 8034 1984 39 36 軽量S造 32

消防団車庫（13分団） 取手市米ノ井３７４番地２ 8035 1990 33 64 S造 32

消防団車庫（14分団） 取手市戸頭１４３９番地１ 8036 2018 5 22 軽量S造 35

消防団車庫（15分団） 取手市野々井１４１８番地１ 8037 2017 6 30 軽量S造 35

消防団車庫（16分団） 取手市稲１１６３番地 8038 2006 17 23 軽量S造 32

消防団車庫（17分団） 取手市駒場三丁目１２番５号 8039 2016 7 24 軽量S造 35

消防団車庫（18分団） 取手市本郷三丁目１１番２０号 8040 1986 37 23 RC造 35

消防団車庫（19分団） 取手市桑原４６３番地 8041 2017 6 23 軽量S造 35

消防団車庫（20分団） 取手市桑原１０５６番地１ 8042 1983 40 23 軽量S造 50.67

消防団車庫（21分団） 取手市小文間４２３２番地 8043 2004 19 69 S造 47.08

消防団車庫（22分団） 取手市小文間４５０６番地１ 8044 1986 37 23 RC造 32

消防団車庫（26分団） 取手市東五丁目８番 8048 1976 47 65 S造 35

消防団車庫（27分団） 取手市岡９３９番地 8049 1989 34 32 軽量S造 32

消防団車庫（28分団） 取手市山王３１３番地 8050 1988 35 37 軽量S造 32

消防団車庫（29分団） 取手市神住８８３番地 8051 1976 47 29 軽量S造 32

消防団車庫（30分団） 取手市清水３７８番地１ 8052 1978 45 31 軽量S造 32

消防団車庫（31分団） 取手市中田７５２番地３ 8053 1977 46 28 軽量S造 32

消防団車庫（32分団） 取手市椚木９３１番地１２ 8054 1994 29 36 軽量S造 32

消防団車庫（33分団） 取手市宮和田３４３番地２ 8055 1993 30 36 軽量S造 32

消防団車庫（34分団） 取手市高須１９０番地１ 8056 1990 33 27 軽量S造 32

消防団車庫（35分団） 取手市浜田２５７番地１ 8057 1993 30 40 軽量S造 32

消防団車庫（36分団） 取手市新川２４７番地２ 8058 1999 24 36 軽量S造 32

消防団車庫（37分団） 取手市双葉2丁目3番 8059 1968 55 29 軽量S造 32

消防団車庫（旧5分団） 取手市台宿二丁目１８番１９号 8027 2001 22 69 S造 32

消防団車庫（旧23分団） 取手市小文間４６７７番地２ 8045 1985 38 23 軽量S造 50.67

消防団車庫（旧24分団） 取手市小文間３９４０番地１ 8046 1982 41 23 軽量S造 41.33

消防団車庫（旧25分団） 取手市井野台二丁目６番 8047 2019 4 22 軽量S造 32

小堀水防資機材庫 取手市小堀４２１０番地６４ 1978 45 23 軽量S造 44.86
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3-2  消防施設の劣化状況の実態 

消防施設の劣化状況につきましては、当市で導入している公共施設マネジメントシステム（以降、

「システム」という。）の総合劣化度を基準とします。 

（1） 総合劣化度 

統一的な基準で建物の劣化状況を把握するため、建物調査シート（巻末：参考資料）を用いて、建

物ごとに調査を実施します。調査の結果はシステムに入力します。システムは、入力結果から各建物

の部位ごとの劣化状況を a からｄで判定し、各部位の調査結果、築年数や改修状況を加味した、総合

劣化度を算出します。総合劣化度は、20 点から 100 点となり、点数が高いほど劣化が進行してい

ます。 

（2） 消防施設の総合劣化度一覧 

消防本部施設については 35 年～40 年の建築年数が経過しており、全体的に老朽化が進んでい

ましたが、令和元年度（2019）～令和４年度（2022）にかけて、宮和田出張所を除く消防本部施設

の大規模改修工事を順次実施しました。 

消防団施設については、第１次行動計画で示された「事後保全型の維持管理手法の考え方」に沿

い、不具合が認められた場合に適宜修繕を実施します。また、耐用年数を迎えた時点で建替え若しく

は廃止を検討することとしているため、総合劣化一覧（図表３－７）は消防本部施設のみとしていま

す。 
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図表 3-７ 消防本部施設の総合劣化一覧 
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